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岡
山
市
九
条
の
会
連
絡
会
は
、

８
月
２０
日
（
土
）
の
午
後
、
林
病
院

ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
で
、
第
二
回
総
会

と
学
習
・
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
２８
人
で
内
訳
は
、
（
資

料
一
）
の
と
お
り
で
す
。 

会
は
、
事
務
局
の
三
戸
さ
ん
が

司
会
を
し
、
榊
原
代
表
委
員
の
あ

い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
事
務

局
の
小
林
さ
ん
か
ら
、
昨
年
の
８
月

【資料二】  連絡会この１年のまとめ 

Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
野
田
淳
子
）
と
講
演
〈
木

村
草
太
〉
―
へ
の
協
力
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
同
時
に
、
自
ら
も
改

憲
勢
力
を
少
数
に
追
い
込
む
た

め
に
、
政
治
革
新
に
向
け
て
活
動

し
た
い
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し

た
。 

小
畑
講
演
の 

詳
細
は
後
日 

休
憩
後
は
、
小
畑
岡
大
名
誉
教

授
の
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
―
立

憲
主
義
と
市
民
の
視
点
か
ら
―
と

題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

内
容
は
（Ⅰ

）
「
ア
ベ
政
治
」
と
は
何

か
、
（Ⅱ

）
「
ア
ベ
政
治
」
と
対
決
す
る

「
あ
た
ら
し
い
政
治
」
と
は
何
か
、
お

わ
り
に
「
あ
た
ら
し
い
政
治
」
＝
「
２

１
世
紀
型
の
市
民
革
命
」
の
課
題
で

し
た
。 

熱
の
こ
も
っ
た
力
強
い
話
で
「
市
民

と
野
党
の
関
係
」
の
現
状
分
析
や
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
示
唆
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
代
表
委
員
の

石
野
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
の
体
験
を

も
と
に
平
和
の
大
切
さ
を
力
説
し

ま
し
た
。 

日
中
岡
山
支
部
は
、
竹
内
理
事

長
、
真
田
支
部
長
、
小
林
事
務
局

長
、
宇
野
理
事
な
ど
多
く
の
会
員
が

「
日
中
不
再
戦
は
、
憲
法
九
条
を
生

か
す
道
」
と
の
立
場
で
、
岡
山
市
九

条
連
絡
会
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

 会 の 名 称 参加人数 

地域 

九条の会 

御津九条の会 ３ 

操南九条の会 ４ 

宇野九条の会 ４ 

平井九条の会 ３ 

岡北九条の会 １ 

上南九条の会 １ 

  

大元・鹿田９条の会 １ 

三勲・旭東九条の会 １ 

旭操・富山９条の会 １ 

分野別 

九条の会 

科学者九条の会 ２ 

岡山登山者九条の会 １ 

岡山マスコミ九条の会 １ 

弁護士九条の会 １ 

ＮＰＯおかやま人権研

究センター９条の会 
１ 

その他 

岡山県九条の会 １ 

岡山市議 １ 

岡山市九条の会連絡

会事務局 
１ 

 

１
日
の
結
成
総
会
か
ら
今
日
ま
で

の
ま
と
め
〈
経
過
報
告
。
成
果
と

課
題
〉
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
資
料
二
） 

 地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
が
大
切 

各
九
条
の
会
か
ら
活
動
報
告

岡
山
市
九
条
の
会
連
絡
会 

―
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
― 

 
が
三
つ
あ
り
ま
し
た
。 

① 

三
勲
・
旭
東
九
条
の
会
の
緋
田

さ
ん
か
ら
は
、
会
の
ニ
ュ
ー
ス

〈
№
１
２
３
〉
を
も
と
に
、
賛
同

署
名
（
７
０
０
０
筆
を
目
標
）
や

学
区
の
小
・
中
・
高
に
平
和
の

折
づ
る
を
折
っ
て
も
ら
う
な
ど

会
発
足
か
ら
１０
年
、
地
域
に

根
ざ
し
た
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

② 

鹿
田
・
大
元
九
条
の
会
の
木
村

さ
ん
は
、
毎
月
一
回
世
話
人

会
を
開
き
、
街
頭
で
の
宣
伝
・

署
名
活
動
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

③ 

弁
護
士
九
条
の
会
の
加
藤
弁

護
士
か
ら
は
、
９
月

２４
日
の

「
立
憲
主
義
を
守
る
！！
」
―
Ｌ

（１）  成果 

① １１月２８日に「オールジャパン実現のためのシンポジウム」を開催

し、県内の野党共闘の世論づくりの先駆けとなった。 

② ２月２８日に設立した「安保法制廃止と立憲主義の回復を求める

おかやまいっぽんの会」に参加し、会の共同代表や事務局メンバ

ーに加わり、野党候補の一本化に貢献した。 

③ 上記の活動を通じて、９条をはじめとした日本国憲法の大切さを

再確認し、「憲法を守れ」の世論づくりに貢献した 

⑵ 課題 

① ニュースの発行（３回）や各種の案内などで、一定の情報提供は

できたが、各九条の会の取り組みを全体で共有することが不十分

であった。 

②  「いっぽんの会」の設立、「野党共闘」の実現後は、九条の会の

独自活動ができなかった。 

③ 活動停止状態の組織に対して、実情を正確に把握し、必要な援

助をすることができなかった。 

（３） 今後の取り組み 

① 当面、日本国憲法と自民党憲法草案の学習会を各九条の会を

中心に組織していく。 

② 連絡会は、年２回の交流会を行う。１回は学習会、もう１回は総会

とする。 

【資料一】    参加者の内訳 

③ 事務局会議（代表委員と事務局員で構成〉を定例化し、年６回程度開催する。また連絡会ニュースを年６回発行する。 

④ 「憲法改正」阻止、憲法の完全実施をめざし、いっぽんの会や弁護士九条の会などの諸団体と共同・連帯した活動を強める。 

⑤ 全国・県の九条の会との連携を強化する。 

⑥ 財政は当面、寄付金で賄う。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

９
月
２１
日
（水
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

テ
ー
マ
②
は
「
高
校
生
が
政
治

活
動
を
す
る
に
は
学
校
に
届
け
出

を
要
す
る
こ
と
と
す
べ
き
だ
」
と
い

う
意
見
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど

う
考
え
ま
す
か
？
と
い
う
も
の
で

し
た
。
テ
ー
マ
①
に
つ
い
て
、
高
校

生
の
各
班
か
ら
代
表
者
が
議
論
の

様
子
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
多
く

と
い
う
わ
か
り
や
す
い
憲
法
入
門

書
に
ま
と
め
て
く
れ
た
こ
と
で
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
憲
法
学
者
で

す
。
実
は
、
前
回
の
南
野
教
授
の

講
演
で
は
た
く
さ
ん
の
高
校
生
が

参
加
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
回
も
高

校
生
や
中
学
生
の
参
加
を
呼
び

か
け
、
当
日
２０
人
ほ
ど
の
高
校
生

が
参
加
し
ま
し
た
。 

講
演
会
は
ま
ず
、
南
野
教
授
が

憲
法
に
つ
い
て
基
本
的
な
講
義
を

し
た
後
、
各
班
で
ふ
た
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し

た
。 テ

ー
マ
①
は
「
日
本
も
憲
法
９

条
を
改
正
し
て
軍
隊
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
あ
な

た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？
、 

き
ょ
う
の
受
付
に
は
、
岡
山
に

も
よ
く
来
ら
れ
て
い
た
救
援
会
中

央
本
部
事
務
局
の
板
屋
さ
ん
が

お
ら
れ
、
「
こ
こ
は
私
の
故
郷
な
ん

で
す
」
と
自
己
紹
介
。 

年
に
一
回
、
亀
戸
に
来
た
つ
い

で
に
と
、
水
神
小
学
校
を
さ
が
し

あ
て
て
、
木
造
か
ら
鉄
筋
３
階
に

変
わ
っ
た
姿
を
見
る
。 

 

最
後
は
こ
れ
ま
た
恒
例
の
一
本
じ

め
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

岡
田 

 

８
月
３
日
（
水
）
１２
人
で
夏
の

交
流
会
。
今
年
は
天
満
屋
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
夕
方
６

時
屋
上
テ
ラ
ス
に
は
、
す
で
に
若

者
の
活
気
で
い
っ
ぱ
い
。
数
々
の
バ

イ
キ
ン
グ
料
理
に
あ
れ
も
こ
れ
も

と
手
が
の
び
ま
す
。 

あ
ち
こ
ち
の
乾
杯
の
声
に
負
け

な
い
よ
う
に
夏
の
ひ
と
と
き
を
大

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
の
デ

ザ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ま
で
、

お
い
し
か
っ
た
～
。 

西
大
寺
同
好
会
は
生
ま
れ
た

ば
か
り
。
先
輩
た
ち
の
太
極
拳
話

に
興
味
津
々
、
「
太
極
拳
っ
て
奥
が

深
い
で
し
ょ
～
」 

の
班
が
、
「
強
大
な
軍
事
力
を
も
つ

中
国
が
攻
め
て
き
た
ら
自
衛
隊
で

は
勝
て
な
い
」
と
い
う
意
見
と
「
軍

隊
を
も
つ
こ
と
は
戦
争
す
る
と
宣

言
す
る
よ
う
な
も
の
だ
」
「
外
交
で

防
げ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
な
ど
、
賛
成
・
反
対
両
方
が
出

て
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。 政

府
の
「
中
国
脅
威
論
」
「
北
朝

鮮
脅
威
論
」
が
高
校
生
に
も
一
定

程
度
浸
透
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
結
果
で
し
た
。 

テ
ー
マ
②
に
つ
い
て
は
、
賛
成
と

い
う
意
見
が
多
く
、
中
に
は
「
政

治
活
動
に
参
加
し
て
何
か
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
、
学
校
に
守
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
校
外
で
行
わ
れ
る

政
治
活
動
は
基
本
的
に
本
人
と

保
護
者
の
責
任
で
行
わ
れ
る
も
の

で
、
学
校
が
関
与
で
き
る
よ
う
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
現
代
社

会
」
の
授
業
で
は
社
会
契
約
説
や

日
本
国
憲
法
の
基
本
的
人
権
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
の
で
す

が
、
今
日
来
た
高
校
生
は
ま
だ
、

学
習
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
高
校
に
お
け
る
主
権
者
教

育
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
と
実
感
さ
せ

ら
れ
た
次
第
で
し
た
。 

犬
飼 

繁 

 

夏
の
恒
例
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン 

日
中
岡
山
太
極
拳
講
習
会 

 亀
戸
事
件
９３
周
年
追
悼
会
に
参
加
し
て 

竹
内
和
夫 

 

小
学
生
だ
っ
た
私
の
遊
び
場
で

も
あ
っ
た
赤
門
（
浄
心
寺
）
の
墓
地

に
立
つ
記
念
碑
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

１
９
２
３
年
（
大
正
１２
年
）
９
月

１
日
関
東
一
帯
を
お
そ
っ
た
大
地

震
、
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
天
皇

制
警
察
国
家
権
力
は
、
特
高
警

察
の
手
に
よ
っ
て
、
革
命
的
労
働

者
を
逮
捕
し
、
亀
戸
署
に
お
い
て

軍
隊
に
命
じ
て
虐
殺
し
た
。
遺
骸

の
場
所
は
、
い
ま
な
お
不
明
で
あ

る
。
１
９
７
０
年
９
月
４
日
亀
戸
虐

殺
事
件
建
碑
実
行
委
員
会
。 

毎
年
９
月
の
第
一
日
曜
日
に

追
悼
会
が
あ
る
。
去
年
は
入
院
中

だ
っ
た
の
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
。 

 

先
日
９
月
４
日
に
は
９３
年
目
の

式
に
参
加
で
き
た
。
日
本
国
民
救

援
会
中
央
本
部
の
吉
田
さ
ん
か

ら
経
過
報
告
、
読
経
、
四
団
体
の

追
悼
の
言
葉
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
づ

き
、
石
播
労
働
者
合
唱
団
の
「
た

た
か
い
の
歌
」
は
「
南
葛
労
働
者
の

歌
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

〈
参
列
者
７３
人
の
合
唱
〉
。 

式
典
が
終
わ
る
と
、
犠
牲
者
の

碑
へ
献
花
の
列
が
つ
づ
い
た
。 

高
校
に
お
け
る
主
権
者
教
育
は 

こ
れ
か
ら
だ
と
実
感 

 

去
る
８
月
６
日
（
土
）
、 

岡
山

弁
護
士
会
主
催
の
「
シ
リ
ー
ズ
憲

法
講
習
会
No
８ 

１８
歳
の
日
本

国
憲
法
―
主
権
者
と
し
て
こ
の
国

の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
」
が

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
１５

時
３０
分
～
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
は
No
７
に
続
き
、
九
州
大

学
法
学
部
教
授
の
南
野
森
氏
で

す
。 南

野
教
授
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の
ア
イ

ド
ル
山
内
菜
月
さ
ん
に
憲
法
の
講

義
を
行
い
、
そ
れ
を
「
憲
法
主
義
」

柳条湖事件８５周年街頭宣伝 

☆日時 ９月１８日（日）１１：００～１２：００ 

☆場所 天満屋アリスの広場前 

☆ ビラまきとハンドマイク宣伝 

今から８５年前・１９３１年９月１８日、中国東北地区瀋

陽で日本軍が鉄道爆破事件を起こし、これを中国側の

仕業として中国東北部への戦争を始めたのです。中国

では「９・１８」（チウ・イーパー）と呼んで忘れられない日

です。この年から１９４５年８月１５日のアジア太平洋戦

争の敗戦まで約１５年間も戦争を続け、中国人をはじめ

アジアの人々２０００万人の命を奪ったばかりか、３１０万

人以上の日本国民の命も失うことになりました。 

戦後７１年の今年は、「日本を再び戦争する国に変え

ようとする安倍首相が背を向けてきた侵略戦争の真実」

を多くの人に伝え、日中不再戦と憲法９条をまもり再び

戦争のない平和な日本への願いを込めて宣伝を行い

ます。多くのみなさんのご協力をお願いいたします。 

 


